
　
　
　
新
し
い
雇
用
創
出
と
地
元
の
経

済
効
果
等
独
自
の
自
主
財
源
確
保
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
東
北
大
等
の
特
許
出

願
に
対
す
る
煩
雑
な
事
務
手
続
き
の
代

行
と
出
願
料
の
補
助
、
商
品
化
す
る
場

　
　
　
八
木
山
小
の
改
築
は
総
工
費
十

三
億
六
千
万
円
の
う
ち
一
般
財
源
は
九

千
六
百
万
円
で
済
ん
だ
。
花
京
院
の
ビ

ル
に
わ
ず
か
の
空
間
を
つ
く
る
た
め
に

五
十
億
円
も
つ
か
う
よ
う
な
や
り
方
を

や
め
、
市
は
学
校
改
築
に
も
っ
と
積
極

的
に
臨
む
必
要
が
あ
る
。
急
が
れ
る
木

町
通
・
七
北
田
・
高
砂
・
原
町
・
通
町
・

上
杉
山
・
荒
町
・
南
材
木
町
・
旭
丘
・
岩

切
・
広
瀬
小
や
、
宮
城
野
中
の
改
築
を
一

気
に
す
す
め
る
べ
き
だ
。

　
　
　
市
債
残
高
の
増
加
が
財
政
の
硬

直
化
に
つ
な
が
る
と
の
反
省
か
ら
、
今

年
２
月
に
「
財
政
構
造
の
健
全
化
の
た

め
の
新
た
な
目
標
と
取
り
組
み
方
針
」

を
策
定
し
、
市
債
の
発
行
に
も
一
定
の

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
事
業
へ
の
補
助
金
は
適
正
に
執

行
さ
れ
、
十
分
に
そ
の
目
的
を
達
成
し

て
い
る
。
市
街
地
再
開
発
事
業
は
中
心

市
街
地
の
再
整
備
に
有
効
な
事
業
手
法

　
　
　
老
朽
校
舎
の
改
築
は
、
敷
地
の

条
件
や
改
築
の
規
模
、
仮
設
校
舎
の
設

置
が
必
要
な
も
の
等
各
校
に
よ
り
様
々

な
状
況
が
あ
り
、
費
用
や
財
源
構
成
に

違
い
が
あ
る
。
長
期
的
見
通
し
の
中
で

計
画
的
積
極
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

で
あ
り
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
昨
年
度
は
、
地
域
経
済
の
回
復

に
向
け
、
積
極
的
に
事
業
費
確
保
に
努

め
た
た
め
、
決
算
は
、
義
務
的
経
費
の
増

加
や
市
税
の
減
収
と
相
ま
っ
て
、
単
年

度
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
。
ゆ
え
に
、
今

　
　 

本
市
の
財
政
状
況
を
一
言
で
言
え

ば
、「
市
税
収
入
減
少
、
市
債
残
高
急
増
、

義
務
的
経
費
増
加
」
で
あ
る
。
単
年
度
収

支
が
六
千
万
円
余
の
赤
字
と
な
っ
た
決

算
結
果
の
評
価
を
伺
う
。

　
ま
た
、
市
債
残
高
は
、
一
般
会
計
で
六

千
億
円
台
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
加

え
る
と
一
兆
三
千
億
円
台
で
あ
り
、
二

十
年
前
の
実
に
十
倍
を
数
え
、
限
界
に

近
づ
い
た
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
市
債

●
市
債
借
り
換
え
へ
の
取
り
組
み

●
外
郭
団
体
へ
の
委
託
の
あ
り
方

●
人
員
削
減
倍
増
と
職
員
意
識
改
革

●
百
年
の
杜
・
市
街
地
活
性
化
と
基
本
計

　
画
・
都
市
計
画
と
の
整
合
性

●
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
定
義
と
名
取
合

　
併
を
目
指
し
た
過
去
の
歴
史
の
総
括
　

●
仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院
の
建
替
え
計
画

●
東
西
線
の
必
然
必
要
の
市
民
理
解

●
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

　
　
　
東
北
大
学
は
、
既
に
新
技
術
の

地
元
企
業
へ
の
移
転
・
商
品
化
の
実
例
も

生
み
出
し
て
い
る
。
大
学
の
知
的
資
源

の
活
用
に
よ
る
地
元
企
業
と
の
、
よ
り

一
層
効
果
的
な
連
携
・
支
援
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
焼
却
方
式
に
つ
い
て
は
、
専
門

家
の
意
見
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
を
行

い
結
論
を
出
し
た
。
入
札
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
で
か
つ
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

合
の
地
元
企
業
と
の
結
び
つ
け
を
直
接

か
か
わ
っ
て
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
庁
内
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
向
け
た

検
討
会
を
設
置
し
て
お
り
、
公
平
性
や

透
明
性
の
確
保
、
ま
た
、
リ
ス
ク
の
明
確

化
な
ど
検
討
を
深
め
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
の
導
入
に
向
け
て
、
具
体
的
な
検

討
、
対
象
事
業
の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
開
府
四
百
年
は
、
第
二
の
ま
ち

開
き
と
言
う
べ
き
記
念
す
べ
き
年
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
姉
妹
都
市
交
流
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
の
絶
好
の
機
会
で
あ

　
　
　
市
民
の
日
常
生
活
の
よ
り
高
い

利
便
性
と
、
行
動
し
や
す
さ
が
い
ま
地

域
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
生

活
に
密
着
す
る
循
環
バ
ス
の
導
入
に
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
い
ま
す
が

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
対
外
的
な
日
程
は
、
行
政
運
営

を
い
か
に
展
開
す
べ
き
か
を
認
識
で
き

る
機
会
で
も
あ
る
が
、
過
密
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
、
市
長
と
し
て
の
職
務
に
専
念
し

た
い
。「
市
民
の
目
の
高
さ
」
に
立
つ
こ

と
が
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
基
本
的

な
視
点
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の

は
人
間
尊
重
の
理
念
で
あ
る
。
そ
の
理

念
に
立
っ
て
職
員
と
も
ど
も
市
政
に
取

り
組
み
た
い
。

の
実
態
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

　
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
三
十
分
構
想
は
、
今

後
十
年
間
で
毎
年
四
百
五
十
億
円
の
投

資
が
必
要
に
な
る
と
試
算
さ
れ
る
。
本

市
財
政
が
最
も
悪
化
す
る
時
期
の
実
施

に
不
安
も
あ
る
が
、
市
当
局
の
予
測
と

取
り
組
み
へ
の
決
意
を
伺
う
。

後
と
も
堅
実
な
財
政
運
営
の
必
要
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
市
債
に
つ
い
て
は
、
公
債
費
増
加
に

よ
る
財
政
硬
直
化
を
招
く
た
め
、
過
度

の
依
存
は
避
け
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
ア
ク
セ
ス
三
十
分
構
想
は
、
本
市
の

都
市
づ
く
り
に
不
可
欠
な
最
重
要
施
策

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
財
政
状
況
が
厳
し
い

中
で
の
取
り
組
み
だ
が
、
事
業
の
重
点

化
等
、
様
々
な
工
夫
を
図
り
な
が
ら
、
実

現
に
向
け
全
力
で
推
進
を
図
り
た
い
。

る
た
め
、
関
係
す
る
市
及
び
町
に
相
談

し
、
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

答答答答答

問問問問問

人
材
育
成
で
人
間
都
市

仙
台
を
！

市
街
地
再
開
発
事
業
は

取
り
や
め
を

市
民
の
声
を
反
映
し
た

都
市
計
画
道
路
の
整
備
を

実
施
計
画
の
進
行
管
理
（
目
的
、

評
価
、
策
定
の
基
本
方
針
）

問問問問問問問問問問

仙
台
市
か
ら
平
和
の

発
信
を
！

問問問問問

問問問問問

答答答答答

答答答答答

答答答答答

答答答答答

答答答答答

代

表

質

疑

答答答答答

問問問問問答答答答答

問問問問問

答答答答答

　
　
議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
の
中
か
ら
主
な
質
疑
と
答
弁
の

　
要
旨
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問問問問問

問問問問問

民　　　主
フォーラム

次
世
代
に
今
世
紀
の
ツ
ケ

を
残
さ
ぬ
た
め
に

地
方
分
権
の
積
極
的
推

進
に
つ
い
て

公明党公明党

日　本
共産党
日　本
共産党

社民党
市議団
社民党
市議団

自由民主党
・市民会議
自由民主党
・市民会議

民　　　主
フォーラム

みらい
仙　台

　
　
　
市
長
は
じ
っ
く
り
と
腰
を
す
え

て
重
要
課
題
に
取
り
組
み
百
万
市
民
の

未
来
に
何
を
な
す
べ
き
か
、
職
員
の
人

材
育
成
は
ど
う
す
べ
き
か
な
ど
行
政
全

般
に
対
す
る
指
揮
監
督
に
全
力
を
挙
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
市
民
も
人
間
、
職

員
も
人
間
の
視
点
で
市
民
に
奉
仕
す
る

た
め
に
都
市
建
設
の
目
標
を
人
間
都
市

仙
台
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
七
月
十
日
仙
台
空
襲
、
敗
戦
か

ら
五
十
五
年
目
を
迎
え
た
。
不
再
戦
の

決
意
を
新
た
に
し
、
戦
災
復
興
記
念
館

を
平
和
発
信
の
基
地
と
し
て
事
業
の
拡

充
を
図
る
べ
き
だ
。
七
月
と
八
月
の
二

か
月
間
企
画
展
示
を
市
役
所
の
一
階
ロ

ビ
ー
な
ど
で
も
行
い
、
平
和
の
と
き
こ

主
な
質
疑
項
目

学
校
改
築
を
急
げ

新
設
の
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
の
充
実
を

グローバル
ネット仙台
グローバル
ネット仙台

Ｐ
Ｆ
Ｉ(

公
共
事
業
等
へ
の
民
間

資
金
等
の
活
用)

の
導
入
を

問問問問問答答答答答

答答答答答 開
府
四
百
年
記
念
に
国
内

姉
妹
都
市
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を

問問問問問

みらい
仙　台

松
森
工
場
に
つ
い
て

答答答答答

問問問問問

東
北
大
学
な
ど
の
特
許
出
願

に
対
す
る
補
助

問問問問問

答答答答答
　
　
　
国
か
ら
地
方
へ
権
限
移
譲
を
行

う
場
合
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
税
財
源
の

移
譲
も
必
要
で
あ
る
。
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
独
自
の
行
革
を
推
進
し
、
国

の
政
策
に
も
影
響
を
与
え
、
地
方
が

リ
ー
ド
す
る
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
導
入
予
定
の
旧
来
の
ス
ト
ー
カ

炉
よ
り
最
新
型
の
溶
融
炉
に
す
べ
き
で

あ
る
。
入
札
も
疑
惑
を
受
け
ぬ
よ
う
慎

重
を
期
す
る
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
計
画
を

見
直
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
路
線
評
価

の
基
準
、
市
民
の
声
の
反
映
、
対
象
外
と

な
る
地
域
の
理
解
、
先
行
取
得
し
た
土

地
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

他
の
主
な
質
疑
項
目

●
地
域
経
済
優
先
の
公
共
事
業
の
展
開

●
仙
台
城
旧
石
垣
の
活
用
・
宣
伝

●
身
近
な
運
動
広
場
の
早
期
整
備
促
進

●
下
水
道
の
未
処
理
・
未
水
洗
の
解
消

●
利
用
し
や
す
い
バ
ス
路
線
の
確
保
と

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
の
拡
大

●
秋
保
地
区
の
振
興
策
の
充
実

　
　
　
借
金
を
六
千
四
百
億
円
に
も
増

や
し
、
反
省
は
な
い
か
。

　
最
大
の
要
因
は
公
共
事
業
へ
の
異
常

な
傾
斜
で
あ
る
。
花
京
院
一
丁
目
の
ビ

ル
建
設
に
五
十
億
円
近
く
も
の
税
金
が

投
入
さ
れ
た
。
一
千
坪
の
土
地
を
道
路

や
空
き
地
、
ビ
ル
へ
の
通
路
に
す
る
た

め
、
と
い
う
の
は
ム
ダ
づ
か
い
の
極
み

と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
市
街
地
再
開

発
事
業
は
取
り
や
め
る
べ
き
だ
。

答答答答答 問問問問問

生
活
密
着
型
の
循
環
バ
ス
の

積
極
的
な
実
現
を

問問問問問答答答答答

仙
台
城
艮
櫓
復
元
事
業

　
　
　
税
財
源
の
移
譲
を
伴
わ
な
い
分

権
改
革
で
は
、
真
の
分
権
型
社
会
の
期

待
に
は
遠
い
と
考
え
る
。
自
主
財
源
の

確
保
策
は
、
財
政
局
内
「
仙
台
市
課
税
自

主
権
研
究
会
」
で
、
実
現
の
可
能
性
等
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
路
線
評
価
基
準
は
「
郊
外
駅
ア

ク
セ
ス
に
よ
る
公
共
交
通
へ
の
転
換
機

能
」
な
ど
の
指
標
に
よ
り
選
定
し
た
。
新

計
画
案
は
、
幅
広
く
市
民
の
声
を
聞
き

策
定
さ
れ
た
「
仙
台
21
プ
ラ
ン
」
等
の
上

位
計
画
を
受
け
た
も
の
で
、
対
象
地
域

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
整
備
効
果
は
、
全
市

的
に
波
及
す
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
先
行
取
得
の
土
地
は
、
地
域
の

貴
重
な
空
間
な
の
で
、
地
域
の
要
望
を

踏
ま
え
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
委
託
先
決
定
に
お
い
て
は
、
運

営
法
人
の
障
害
者
就
労
に
取
り
組
む
意

欲
等
を
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。
知

的
障
害
者
以
外
の
障
害
者
へ
の
対
応
は
、

事
業
主
に
対
し
障
害
へ
の
理
解
を
求
め

る
等
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
。
職
種
・

職
域
の
拡
大
は
、
公
共
職
業
安
定
所
、
障

害
者
雇
用
促
進
協
会
、
職
業
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
一
層
連
携
し
事
業
の
実
効
性
を

高
め
て
い
く
。

　
　
　
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
に
活
用

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
つ
つ
、
社
会

資
本
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
来
年
度
よ
り
導
入
す
べ
き
と
思

う
が
、
市
長
の
決
意
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
二
十
一
世
紀
の
新
時
代
の
と
き
、

都
市
・
市
民
の
交
流
の
あ
り
方
を
再
構
築

す
る
と
と
も
に
、
国
内
姉
妹
都
市
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
を
提
案
す
る
が
ご
所
見

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
今
後
の
路
線
再
編
成
に
お
い
て
、

他
の
系
統
や
地
下
鉄
サ
ー
ビ
ス
圏
域
と

の
調
整
、
Ｊ
Ｒ
と
の
連
結
、
地
域
特
性
、

主
な
質
疑
項
目

　
　
　
本
市
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画

「
仙
台
21
プ
ラ
ン
」
、
十
～
十
二
年
度
の

実
施
計
画
の
う
ち
、
実
施
計
画
の
策
定

目
的
、
現
計
画
の
進
捗
状
況
、
新
計
画
の

基
本
的
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
掲

げ
る
政
策
目
標
の
計
画
的
推
進
を
図
る

た
め
策
定
し
て
お
り
、
現
計
画
は
、
主
な

事
業
に
つ
い
て
概
ね
順
調
に
推
移
し
て

い
る
。
新
計
画
で
は
「
自
立
と
共
生
に
支

え
ら
れ
た
風
格
あ
る
杜
の
都
」
の
実
現

を
目
指
し
、「
市
民
と
の
協
働
」
を
基
調

に
、
市
民
の
創
意
を
生
か
し
た
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

そ
戦
争
の
お
そ
ろ
し
さ
を
語
る
べ
き
だ
。

●
「
市
民
の
目
の
高
さ
」
を
基
に
信
頼
と

　
協
働
に
よ
る
市
政
の
継
続
を

●
仮
称
「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
進
捗
は

●
仙
台
城
艮
櫓
復
元
は
現
石
垣
の
上
に

公
共
施
設
の
立
地
等
も
考
慮
し
、
路
線

設
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

赤間　次彦議員

大泉　鉄之助議員

村上　一彦議員

鈴木　康義議員

正木　満之議員大槻　正俊議員

柿沼　敏万議員

仙台城艮櫓復元図

ニッチェ

ＮＩＣＨe(東北大学未来
科学技術共同研究センター）花 京 院 再 開 発 ビ ル

循 環 バ ス

まもなく整備が進む
長町荒巻青葉山線

戦 災 復 興 記 念 館

　
　
　
わ
が
会
派
も
主
張
し
て
き
た
仙

台
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新

戦 災 復 興 記 念 館

仙台城艮櫓復元図
ＮＩＣＨe(東北大学未来
科学技術共同研究センター）

ニッチェ

設
に
当
た
り
、
管
理
委
託
先
、
す
べ
て
の

障
害
者
へ
の
対
応
、
職
種
、
職
域
の
拡
大

な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
仙
台
城
の
石
垣
修
復
や
艮
櫓
復

元
事
業
の
基
本
的
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

艮
櫓
は
、
真
に
百
万
市
民
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
よ
う
、
現
在
修
復
中
の
石
垣
と

の
一
体
性
を
重
視
し
、
そ
の
北
東
角
地

に
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
文
化
財
的
価
値
を
損
な
わ
な
い

よ
う
、
伝
統
的
な
工
法
で
修
復
を
行
い
、

ま
た
、
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

　
　
　
戦
災
復
興
記
念
館
で
は
、
平
和

の
尊
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
し
て
、

毎
年
「
戦
災
復
興
展
」
を
開
催
し
て
い

る
が
、
戦
後
五
十
五
年
が
経
過
し
た
今

日
、
戦
争
体
験
を
持
た
な
い
市
民
の

方
々
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

提
案
の
趣
旨
も
含
め
て
幅
広
く
検
討
し

た
い
。

る
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
の
創
造
を
目
指
し

て
い
る
。
櫓
と
石
垣
の
一
体
性
の
重
視

も
重
要
な
判
断
要
素
で
あ
り
、
早
い
時

期
に
復
元
位
置
の
結
論
を
出
し
た
い
。

●
ア
ク
セ
ス
三
十
分
構
想

●
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
（
区
画
整
理
）

●
都
市
計
画
街
路
事
業
費
及
び
道
路
新

　
設
改
良
費

●
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
理
念
、

　
特
徴
、
事
業
内
容
等
）

●
学
校
教
育

●
青
少
年
の
問
題
行
動

●
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
経
費
の

　
追
加

●
開
発
事
業
に
お
け
る
環
境
面
か
ら
の

　
事
前
配
慮
制
度

●
水
道
・
ガ
ス
事
業
会
計
決
算

●
入
札
・
契
約
制
度

主
な
質
疑
項
目

循 環 バ ス

花 京 院 再 開 発 ビ ル
まもなく整備が進む
長町荒巻青葉山線

市
民
教
育
委
員
会

○
七
郷
小
増
改
築
工
事
に
つ
い
て

・
地
元
優
先
発
注
に
対
す
る
市
の
決
意

・
辞
退
Ｊ
Ｖ
の
入
札
価
格
等

・
Ｊ
Ｖ
入
札
辞
退
の
時
期
や
理
由
等

・
入
札
妨
害
の
可
能
性

・
落
札
者
決
定
後
の
辞
退
Ｊ
Ｖ
の
行
動

・
落
札
者
決
定
に
対
す
る
市
の
判
断

・
入
札
妨
害
が
明
ら
か
な
と
き
の
対
応

健
康
福
祉
委
員
会

○
七
月
は
、
雪
印
乳
業
問
題
も
あ
り
、
食

　
品
衛
生
で
集
中
審
査
を
行
っ
た
。

○
今
回
付
託
議
案
で
は
、
宮
城
歯
科
診

　
療
所
の
廃
止
を
了
解
し
た
。
議
員
提

　
案
の
介
護
保
険
運
営
委
員
会
条
例
は
、

　
当
局
要
綱
に
よ
る
運
営
委
員
会
の
取

　
り
組
み
状
況
を
見
て
か
ら
、
条
例
化

　
し
た
い
と
い
う
意
見
が
大
勢
と
な
っ
た
。

経
済
環
境
委
員
会

○
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金

　
の
待
機
者
対
策
及
び
新
年
度
予
算
に

　
お
け
る
対
象
者
数
に
つ
い
て

○
ご
み
処
理
機
購
入
者
へ
の
ア
フ
タ
ー

　
ケ
ア
の
充
実
に
つ
い
て

○
秋
保
工
芸
の
里
へ
の
展
示
・
即
売
場
の

　
あ
る
飲
食
施
設
設
置
に
つ
い
て

○
林
野
火
災
演
習
場
の
調
整
に
つ
い
て

都
市
整
備
建
設
委
員
会

○
七
北
田
橋
の
か
け
か
え
工
事
の
事
業

　
概
要
及
び
友
愛
団
地
か
ら
直
接
七
北

　
田
橋
に
行
く
ル
ー
ト
に
関
す
る
宮
城

　
県
と
の
協
議
に
つ
い
て

○
仙
台
市
営
住
宅
条
例
及
び
仙
台
駅
東

　
再
開
発
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
改
正
主
旨
及
び
入
居
者
の

　
家
賃
の
変
化
に
つ
い
て

公
営
企
業
委
員
会

○
平
成
十
二
年
度
仙
台
市
ガ
ス
事
業
会

　
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

○
交
通
局
案
内
セ
ン
タ
ー
新
設
に
よ
る

　
電
話
で
の
乗
客
案
内
業
務
の
一
元
化

　
に
つ
い
て

○
「
鉄
道
の
日
」
記
念
事
業
、「
み
や
ぎ

　
バ
ス
ま
つ
り
」
に
つ
い
て

○
「
ガ
ス
展
」
開
催
に
つ
い
て

総
務
財
政
委
員
会

○
外
郭
団
体
の
調
整
等
に
関
す
る
要
綱

　
及
び
指
針
に
つ
い
て

○
公
式
代
表
団
の
長
春
市
訪
問
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
道
路
等
の
用
地
買
収
に
つ

　
い
て

○
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
に
つ
い
て

○
七
郷
小
学
校
増
改
築
工
事
に
係
る
入

　
札
経
過
に
つ
い
て

市
民
教
育
委
員
会
は

９
月
18
日
も
開
催

（

）

平
成
12
年
９
月
14
日
開
催

常
任
委
員
会

審
議
等
の
概
要

昭和52年度 平成10年度

市債残高の推移（決算ベース）

（　 ）内は対昭和52年度比

平成11年度

合 計 額
1,285,112

120,971

1,335,627

（1062％）

企業会計

特別会計

一般会計

単位：百万円

（1104％）（1104％）


